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直島諸島採集の旧石器時代から縄文時代草創期の尖頭器

菅　　　紀　浩

― 論　文　要　旨 ―

　瀬戸内海東部に位置する直島諸島では，旧石器時代から縄文時代の遺跡について，井島などの一
部を除き，発掘調査された遺跡は少なく，表面採集によって得られた資料も未公表のものが多い。
特に，縄文時代草創期に帰属すると考えられる尖頭器については，図化され公表されたものは管見
の限りない。
　したがって本報告では，直島諸島の直島，荒神島，井島において昭和から平成にかけて採集され
た後期旧石器時代から縄文時代草創期に帰属すると考えられる尖頭器を報告した。この報告は，直
島諸島のみならず，瀬戸内周辺域における当該時期の遺跡分布を検討するうえで基礎資料の一つと
なると考える。

キーワード：香川県，直島諸島，島嶼部，後期旧石器，縄文時代草創期，槍先形尖頭器，有茎尖頭器
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１．はじめに
　本稿で報告する資料は，直島諸島の内，香川県香川
郡直島町に属する直島・荒神島・井島１）の３島より採
集された。荒神島については，玉野市文化財保護委員を
務められた（故）名合照亀，（故）堀内恒彦両氏により
1955年頃から1965年頃にかけて個別に採集された資料
と，1995年以降，岡山県在住の考古学研究者である小野　
伸，竹内信三両氏により個別に採集された資料と2012年
以降に筆者が採集した資料を対象とする。直島について
は2011年に竹内信三氏が採集した資料と井島については
2013年以降に筆者が採集した資料である。
　直島諸島においては，これまで後期旧石器時代から
縄文時代の遺跡が早い段階から発掘され，井島遺跡を
はじめとする学史上著名な遺跡が知られている（鎌木
1957２）；間壁1981）。
　しかし，直島諸島における当該期の尖頭器についての
報告はそれほど多くなく，複数の資料が確認できるに
至った。確認した遺物はいずれも当該期の遺跡分布を検
討するうえで貴重な資料と考え，採集者の小野　伸，竹
内信三両氏から資料紹介の快諾が得られた。また，名合
照亀，堀内恒彦両氏の採集資料も現在の所蔵先である玉
野市教育委員会から快諾を得られたので，資料を図化し
報告する。

２．遺跡の位置と環境
　直島諸島は瀬戸内海の東部に位置し，距離にして東西
約6.8km，南北約8.7kmの範囲内に27の島嶼から構成さ
れており，本稿で報告する直島・荒神島・井島もこの中
に含まれる（第１図）。
　本稿で報告する直島・荒神島・井島（鞍掛鼻）は，行
政区分上，香川県に属すが，岡山県玉野市とは指呼の距
離で荒神島から最短距離で約1.2kmと近い。それぞれ最
短距離で荒神島から直島は約250ｍ，発掘調査が行われ
た井島遺跡（鎌木1957）は，直島から北東約３kmに位
置する。報告する３島周辺には，旧石器時代から縄文時
代にかけての遺跡が多く知られており，岡山県玉野市向
日比遺跡，高辺山遺跡，田井１号台地遺跡，長崎鼻遺
跡（間壁1970），香川県葛島遺跡（松本1974；古瀬ほか
2003），寺島遺跡（小野・白石2003；熊谷ほか2008），重
石ノ鼻遺跡（鎌木・高橋1965；三枝2014），キヘエ北東
丘陵部遺跡，京ノ上臈散布地３），局島遺跡，六郎島遺跡

（小野・白石2003），井島大浦台地（間壁1981）などで石
器や土器が出土している。
　直島諸島の主島である直島は，東西約2.4km，南北約
4.9kmと直島諸島の中では最も広く，北に寺島，南には

五色台，北東方向に井島，西に荒神島を望む。最高所は
島のほぼ中央に位置する地蔵山（標高約123ｍ）である。
　荒神島は島の西側中央に最高所（標高約90ｍ）をも
ち，東西約1.1km，南北約0.8km，周囲約４kmの無人島
である。荒神島を対岸の岡山県玉野市や船上から望む
と，樹木が少なく島全体が禿山となっている。これは荒
神島の東に位置する直島で操業している精錬所の煙害の
影響から始まった。その後，煙害対策がなされ植生が回
復し始めた矢先に起こった山火事（1998年）により現在
見られるような状態になった。近年では，NPO法人な
どにより植樹がなされ，島の北面から南にかけて樹木が
復活しつつあるものの，それ以上に表土の流失が著し
く，良好に残っていたと推定される遺物包含層も同様に
流失し，いくつかの遺跡は消失したものと推察される。
また荒神島を考古学的に著名にした５世紀末から６世紀
初頭を中心に古代まで継続する祭祀遺跡「荒神島遺跡」

（松本1979；近藤1980；古瀬ほか2003；岡嶋2012）は，
島の北面，中央の谷に位置するが，風雨や台風，波によ
る浸食により壊滅状態にある。
　井島は東西約1.3km，南北約3.1kmで，島の北側に県
境が引かれており，行政上北側が岡山県玉野市，南側が
香川県香川郡直島町に属す。最高所は島の中央，県境よ
りやや南側に（標高156.7ｍ）位置する。岡山県側は石
島，香川県側が井島と表記され，岡山県側の石島には人
が居住している。
　井島の南端には考古学的に著名な井島遺跡（鎌木
1957）が所在する。遺跡が所在する鞍掛鼻と呼ばれる南
に突出した岬には２地点の遺跡が知られる（鎌木1957）。
第２号地点は南に突き出した岬の先端部で，調査が実施
された第１号地点は岬の付け根部にあたる。また，島の
ほぼ中央西側に大浦台地と呼ばれる海浜に突出した舌状
台地があり，縄文早期を主体とする小規模な貝塚が報告
されている（間壁1981）。
　井島は近年まで樹木の繁茂で踏査が困難であったが，
2011年に発生した山火事により島の約８割を焼失した。
前述した荒神島の状態を見てきた筆者は，井島も同じ状
態になることを危惧して現状確認のため定期的な踏査で
記録を残してきたが，火事から数年は台風や風雨，2018
年に発生した西日本豪雨などの影響もあり，表土の流失
が顕著となった。

３．採集地点と資料
１．直島ヘキダム地点
　石器が採集された直島ヘキダム地点４）は，直島の最
高所がある地蔵山（標高約123m）の北に位置し，ヘキ
ダムと呼ばれるダム周辺に所在する。石器はダムの南端
斜面，標高約17ｍ地点で採集された（第２図）。この南
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第１図　直島諸島周辺の旧石器～縄文時代の遺跡分布
（国土地理院　電子地形図25000を一部改変使用）

（１　向日比遺跡　２　荒神島遺跡群　３　直島ヘキダム地点　４　葛島遺跡　５　寺島遺跡　６　重石ノ鼻遺跡　７　高辺山遺跡
８　田井１号台地遺跡　９　長崎鼻遺跡　10　キヘエ北東丘陵部遺跡　11　京ノ上臈散布地　12　局島遺跡　13　六郎島遺跡　
14　井島大浦台地　15　井島遺跡）
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側斜面は，2006年にヤマザクラやアラカシなど２万本の
植樹が行われており（直島町2006），その際に出土した
可能性がある。またその付近からは，縄文期と考えられ
る石鏃なども採集されている。
　石器は竹内信三氏により採集され，先端部を若干欠
損するが，ほぼ完形品で，長さ4.7cm，幅1.6cm，厚さ
0.5cm，重さ3.89gを測る，安山岩製の有茎尖頭器である。
腹面に素材面を大きく残す半両面加工で，基部を意識し
て作出している（第３図）。

２．荒神島遺跡群
　石器は島全体に散布が確認できるが，本稿ではこれま
で報告されてきた地点（岡嶋ほか2003；大智ほか2010）
を参考に，分布地点の区分を行った。また，これまで報
告されていない地点についても石器の散布がある程度纏
まって確認できた地点は，新たに地点を追加し，区分し
た（第４図）。本稿の地点は，小野　伸氏，筆者の現地
調査の情報をもとにし，既存報告の地点についても石器
の散布を追認している。
　本報告では石器の散布が確認できる21地点の内，尖頭
器が採集された７地点を各地点の概要とともに，採集資
料についても述べる。また玉野市教育委員会所蔵の名合
照亀，堀内恒彦両氏の採集資料については採集地点の記
録が失われていることから，遺跡単位として扱う。
（１）第１地点
　島の北西，送電鉄塔がある頂上より北に下った鞍部に
位置する。標高は約40mで，石器は尾根上と西側斜面の
広範囲で確認できた。尾根から西側斜面にかけてはいく
つもの侵食溝がはしり，植生が失われ，表土の流失も著
しい地点である。
・有茎尖頭器（第７図４・５）
　４は小野　伸氏により尾根上で採集された。長さ
4.3cm，幅2.7cm，厚さ0.6cm，重さ6.5gを測る，安山岩
製の有茎尖頭器である。完形品で石器表面には少し焦げ
たあとが残されており，近年の火事により火受けがあっ
たものと思われる。
　本資料は計測値が既に報告されているが（長井2000），
この度，小野　伸氏のご好意により図化できたので改め
て報告させていただいた。
　５は，竹内信三氏により西側斜面において採集され
た。先端部を若干欠損するが，長さ5.2cm，幅1.6cm，厚
さ0.7cm，重さ5.12gを測る，安山岩製の有茎尖頭器であ
る。両面調整で基部を意識して作出している。著しい二
次調整により素材の形状を復元することは困難である。
（２）第3A地点
　島の最高所よりやや南東に下った斜面に位置する。標
高は約75ｍで，本地点も植生が失われ，表土の流失が著
しい。石器は地点全体的に散布が確認できるが，特に北

第２図　直島ヘキダム地点位置図（中央★印が採集位置）

第３図　直島ヘキダム地点採集の有茎尖頭器

第４図　荒神島遺跡群位置図（番号は地点に対応）
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第５図　荒神島遺跡群3A・4A・５・６・6A・10地点採集の槍先形尖頭器



28

半田山地理考古　第８号　 Jour. of Handayama Geography and Archaeology No.8

側に集中して確認された。
・槍先形尖頭器（第５図１・３）
　１は上部を折断により欠損しているが，長さ5.3cm，
幅3.0cm，厚さ1.1cm，重さ16.06gを測る木葉形尖頭器で
ある。復元長は10cmを超えると思われ，大型品に分類
される。石材は安山岩で，肉眼観察ではハリ質に近い比
較的良質な石材を使用している。押圧剥離で両面とも入
念に調整されており，素材の形状を復元することは困難
である。
　３は小野　伸氏の採集資料で基部を若干欠損するが，
長さ5.9cm，幅1.8cm，厚さ0.8cm，重さ7.25gを測るやや
細身の木葉形尖頭器である。安山岩製で風化が著しい。
（３）第4A地点
　第１地点を東に下った斜面から，海浜にかけて位置す
る。標高は約15ｍ～９ｍで，石器の大半は海浜に転落し
た状態で確認された。
・槍先形尖頭器（第５図２）
　２は海浜で採集された。上部を欠損し全体的に波によ

るローリングを受けているが，長さ5.7cm，幅4.1cm，厚
さ1.1cm，重さ26.82gを測る木葉形尖頭器である。半両
面調整で，図で裏面とした側に素材面，右下端に自然面
を残す。
（４）第５地点
　島のほぼ中央の鞍部に位置し，標高は約50ｍである。
本地点も植生が失われ，表土の流失が著しい。石器は鞍
部と南北の斜面で確認でき，島内の散布地点の中でも比
較的多くの石器散布が確認できた地点である。
・槍先形尖頭器（第５図４）
　４は，北側斜面で採集された。先端と基部を欠損する
が準完形品で，長さ8.0cm，幅2.6cm，厚さ1.0cm，重さ
24.02gを測る，安山岩製の木葉形尖頭器である。図で裏
面とした側の中央から上部にかけて同一方向に向かう平
坦な剥離面が残り，主要剥離面の可能性が高い。押圧剥
離により両面ともに入念な調整がなされている。
（５）第６地点
　島の南東に位置し，標高は約30ｍである。山火事の後

第６図　荒神島遺跡群採集の槍先形尖頭器（採集地点不明）
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に行われた植樹により植生が戻りつつある地点で，近年
では地表観察が困難になっている。
・槍先形尖頭器（第５図５）
　５は小野　伸氏により採集された完形品で，長さ
5.2cm，幅1.0cm，厚さ0.4cm，重さ2.23gを測る，安山岩
製の柳葉形尖頭器である。小型品で，両面とも入念な調
整が施されている。図で裏面とした側に素材面を残す。
（６）第6A地点
　島の南側に島内でも広い２箇所の海浜が所在する。こ
の２箇所の海浜との間に，南に突出した台地があるが，
その台地の南東側斜面に位置する。標高は約25ｍであ
る。
・槍先形尖頭器（第５図６・７）
　６は柳葉形の尖頭器で，下部を折断により欠損する。
長さ4.1cm，幅1.6cm，厚さ0.8cm，重さ4.27gを測る。石
材は安山岩で風化が著しい。
　７は上部を欠損し調整も粗雑であることから尖頭器未
製品と考えられる。長さ5.7cm，幅3.0cm，厚さ1.5cm，
重さ26.07gを測り，石材は安山岩である。

（７）第10地点
　６地点より尾根に沿って南東に下ると岬がある。二左
衛門の鼻と呼ばれている岬で，石器は岬全体に散布が確
認された。標高は約10mである。
・槍先形尖頭器（第５図８）
　岬の先端で採集した柳葉形尖頭器である。先端部を若
干欠損するが，長さ6.1cm，幅1.6cm，厚さ0.8cm，重さ
6.72gを測る，安山岩製の準完形品である。図で裏面と
した側のほぼ中央に素材面を残す。
（８）地点不明
　1955年から1965年頃にかけて名合照亀，堀内恒彦両氏
により個別に採集された資料で，現在は玉野市教育委員
会が所蔵している。第６図２は，名合氏の採集資料，他
は堀内氏の採集資料である。
・槍先形尖頭器（第６図１～４）
　１は，基部を欠損するが，長さ8.4cm，幅2.8cm，厚さ
0.8cm，重さ18.56gを測る，安山岩製の木葉形尖頭器で
ある。両面とも著しい二次調整により素材の形状を復元
することは困難である。
　２は，下部を欠損するが，長さ5.4cm，幅3.8cm，厚さ

第７図　荒神島遺跡群採集の有茎尖頭器
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0.75cm，重さ13.76gを測る木葉形尖頭器である。
　３は先端を欠損するが，長さ6.7cm，幅2.8cm，厚さ
0.8cm，重さ16.35gを測る。石材は安山岩を使用した両
面調整の木葉形尖頭器である。
　４は長さ4.9cm，幅2.0cm，厚さ0.5cm，重さ5.74gを測
る，完形品の安山岩製尖頭器である。小型の木葉形で風
化が著しい。
・有茎尖頭器（第７図１～３）
　１は先端と基部を欠損するが，長さ7.0cm，幅1.6cm，
厚さ0.7cm，重さ9.22gを測る，チャート製５）の有茎尖頭
器である。両面ともに押圧剥離による入念な調整がなさ
れている。
　２は長さ7.4cm，幅2.4cm，厚さ0.6cm，重さ9.8gを測
る，完形の有茎尖頭器である。石材は安山岩を使用し，
両面ともに押圧剥離による入念な調整がなされ，器厚も
薄い。基部は明瞭なかえしを作り出さず，ほぼ直線的に
作出されている。
　３は安山岩製の有茎尖頭器で，上部を折断により失っ
ている。長さ3.7cm，幅3.1cm，厚さ1.2cm，重さ11.8gを
測る。基部は一方に若干のえぐりが確認でき，一方は直
線的に作出されている。

３．井島遺跡
　島の南端に鞍掛鼻と呼ばれる岬がある。これまで旧石
器を中心とした遺物が採集され，岬の付け根部から鞍部
にあたる１号台地（標高約25～15ｍ）と，先端部の２号
台地（標高47.2m）の２地点が知られている。１号台地
では，1954・1955年に行われた発掘調査で，旧石器から
縄文期の遺物が出土し（鎌木1957），学史的にも著名で
ある。

　前述したが，井島は2011年の山火事により島の大半が
焼失し，遺跡が所在する鞍掛鼻も２号台地がある先端部
の一部は焼失を逃れたものの，１号台地についてはほ
とんどが焼失した。火事以降植生が失われたことと，大
雨，台風などで表土が流失し，多くの遺物の散布が確認
できるようになった。その火事の後５年が経過した2016
年頃から植生が復活し，近年では１号台地，２号台地と
もに地表の観察が困難になりつつある。
　石器は，１号台地の広範囲で確認できた。表土の流失
とともに散布が確認できたことから，１号台地について
は大きく３つの区域（北・中央・南）に分けて採集を
行っている（第８図）。
・槍先形尖頭器（第９図１～６）
　１は安山岩製で風化が著しい。両縁に若干の加工を施
しており，部分加工の槍先形尖頭器に分類した。長さ
4.3cm，幅1.6cm，厚さ0.5cm，重さ3.71gを測り，中央区
の採集である。
　２は北区採集で，上部を折断により失っているが，長
さ4.9cm，幅2.6cm，厚さ1.2cm，重さ12.92gを測る，安
山岩製の尖頭器である。
　３は上部を折断により失っているが，長さ5.7cm，幅
2.1cm，厚さ1.0cm，重さ12.35gを測る木葉形の尖頭器で，
両面ともに入念な調整がなされている。中央区の採集で
ある。
　４は南区採集で，長さ5.4cm，幅2.7cm，厚さ0.8cm，
重さ10.04gを測り，側縁部を一部欠損するが，ほぼ完形
の小型木葉形尖頭器である。腹面に素材面を残し，ハリ
質に近い良質な安山岩を使用している。
　５は中央区採集で，長さ2.1cm，幅1.6cm，厚さ0.5cm，
重さ1.41gを測る。柳葉形，もしくは有茎尖頭器の基部
と思われ，石材は安山岩を使用している。
　６は先端部を衝撃剥離により失い，ほぼ中央を折断
しているが，長さ9.25cm，幅2.9cm，厚さ0.9cm，重さ
25.09gを測る，両面加工の木葉形尖頭器である。南区の
採集である。
・有茎尖頭器（第９図７）
　７は先端部と側縁の一部を新規破損により失い，基部
を折断により欠損しているが，長さ7.3cm，幅2.6cm，厚
さ0.8cm，重さ14.0gを測る，安山岩製の有茎尖頭器であ
る。基部は深くえぐらないかえしをもつタイプで，両面
とも押圧剥離による入念な調整がなされている。中央区
に送電用の電柱があるが，その根部で採集した。

第８図　井島遺跡位置図
（１　北区　２　中央区　３　南区　４　鞍掛鼻２号台地）
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４．おわりに
　直島諸島の内，直島・荒神島・井島の３島において採
集された尖頭器を報告した。これらの資料は表面採集資
料であることから制約が多く，体系的な研究が進められ
たとは言い難い。その要因として，発掘調査の事例が少
ないことや，検出層準の情報不足が挙げられよう。直島
諸島から西に少し離れた塩飽諸島，羽佐島において，瀬
戸大橋建設に伴う発掘調査が行われ多量の遺物が出土し
ている。しかし，ここでも層位的な検出が困難で，旧石
器とそれ以降の遺物が混在した状態で出土している（渡
辺ほか1984；大山ほか1984）。
　槍先形尖頭器については，これまで多田仁氏，藤野次
史氏により編年がなされており（多田2002；藤野2004），
荒神島や井島の槍先形尖頭器についてもこの変遷の中で
捉えることができそうである。しかし，当該地域では発
掘調査による一括資料も乏しく，一地域として纏めるに
あたり問題も指摘されている（藤野2004）ことや，報告
した資料は表面採集資料であることから，編年を考える
には不明な要素が多い。

　しかし，あえて藤野氏の編年に位置づければ，概ね
Ⅲb期～Ⅴ期の中で捉えることができよう。
　当該地域周辺の有茎尖頭器については，これまで立地
や形態別の分布傾向が報告されている（多田1997；長井
2000；三好2007）。報告した荒神島の有茎尖頭器（第７
図１）は，表面形態が細身かつ，かえしを有すタイプ
で，石材もチャートを使用している。管見では形態的に
も当該地域においては類例を見いだせず，新潟県小瀬が
沢洞窟（中村1960）等の東日本に類例を求めることがで
きる。有茎尖頭器段階に入ってから，中・四国地方にお
いて集団間の交流が盛んになることが指摘されており

（三好2007），本資料も少なからず東日本との交流を考え
うる一つの資料となろう。また荒神島の有茎尖頭器（第
７図４）については，表面形態が類似する資料として近
傍では，愛媛県上黒岩遺跡（春成・小林編2009），高知
県不動ヶ岩屋洞窟（岡本・片岡1967，1969）等に出土例
があり，茎部の作出，茎部長，茎部幅は使用石材に違い
等があるが，概ね類似している。
　直島ヘキダム地点の資料（第３図）と，荒神島の資
料（第７図５）については，表面形態と基部の意識した
作出から，本報告では有茎尖頭器に分類したが，他の有

第９図　井島遺跡採集の槍先形尖頭器・有茎尖頭器
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茎尖頭器と比較して著しく細身であり，かえしも有さな
い。このような形態は，旧石器時代のものとして位置づ
けられる可能性が指摘されており（三好2007），帰属時
期の判断，器種の分類には注意が必要であろう。
　以上，採集資料ではあるが，これまで網羅的に報告さ
れることのなかった直島諸島の直島・荒神島・井島の後
期旧石器時代から縄文時代草創期に帰属すると考えられ
る尖頭器について報告した。特に縄文時代草創期に帰属
すると考えられる有茎尖頭器の新知見の資料が追加さ
れ，当該地域の遺跡分布を検討するうえで基礎資料の一
つとなると考える。
　瀬戸内海には無人島が多く，未だ確認されていない遺
跡も多くあると思われる。今回報告した資料は，山火事
や表土の流失により発見されるに至ったが，瀬戸内海の
島嶼部全体を見ると禿山化した島も多く，既に包含層が
流失し，遺跡自体が消滅した島も多くあると思われ，今
後も注意して見守る必要があろう。
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